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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 ■６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 6

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1 7
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 2
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 3

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 6

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（0.4　％）　□2.同程度　□3.低下（　％） 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（19％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社
丸高コンクリート工業（株

販売会社 ヨシコン(株） 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1-1-4.共通工／擁壁工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK-080003-A 事前

活用の効果

コンクリート積みブロック

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 レべロック（水平ブロック）
収受受付年月日 平成24年5月31日

番号：
4

変更受付年月日

登録番号

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

近畿地方整備局 平成20年6月24日

自立式の水平積みによる大型ブロック 開発年

問合せ先

ヨシコン（株） 静岡市葵区常磐町２丁目4-25

環境事業部　設計課
054-205-8333

伊藤裕彦

054-252-2951

054-653-2288

h_itou@yoshicon.co.jp

登録No. 1421

1

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

ブロック積擁壁工事に使用する、自立式の水平積み大型コンクリートブロックである。
・重機による作業を前提に大型化しているため、裏込めコンクリートが不要な上にブ
ロック１個当りの法面積が１㎡と広いので、施工効率の向上が期待できる。
・ブロック表面に擬石模様を施した景観配慮型製品である。
・ブロックは１：０．３、１：０．４、１：０．５の自立できる平行四辺形断面なの
で、これを水平に並べて胴込コンクリートを充填しながら積重ねればブロック積擁壁が
形成できる。

静岡市葵区常磐町２丁目4-25

環境事業部　営業部 054-252-2951

中西　敦

ヨシコン（株）

a_nakanishi@yoshicon.co.jp



レべロック（水平ブロック） 登録No. 1421

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（1）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

（長　所）
・ブロックの法面積の大型化により、積むブロック個数が１/１０程度に減るので作業効率の
向上が期待できる。
・ブロックの断面寸法の拡大により、裏込めコンクリートと煩雑な裏型枠が不要になったの
で、作業効率の向上が期待できる。
・ブロックの断面形状が平行四辺形により、熟練工依存度の低下が期待できる。

A-2

①基礎ブロックの敷設
均しコンクリートを打設した後、所定の位置に基礎ブロックを敷設し、間詰コンクリートを
基礎ブロック天端まで打設する。
②１段目のブロック布設
ブロックを布設した後、
ブロックの裏側から良質土、又は裏込め材で埋め戻し、間詰コンクリートをブロック高さの
半分程度まで打設する。
③２段目以降のブロック布設
ブロックを布設した後、裏込め材を充填し締め固め、間詰めコンクリートをブロック高さ半
分程度まで打設する。（必要に応じて水抜きパイプを設置する。

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

国土交通省土木工事積算基準

土木工事施工管理基準（静岡県）
道路土工　擁壁工指針　（日本道路協会）

製品単価　勾配共通
Ａ３５型　1500×666×350　9,750円/個
Ａ４０型　1500×666×450　9,950円/個
Ａ５０型　1500×666×500　9,950円/個
Ａ５５型　1500×666×550　10,810円/個

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1421

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

（適用できる条件）
・道路工事：ブロック勾配は１：０．５で適用直高は７．０ｍ以下（盛土部の場合は５ｍ以下）とする。
・道路工事：ブロック勾配は１：０．４で適用直高は５．０ｍ以下（盛土部の場合は３ｍ以下）とする。
・道路工事：ブロック勾配は１：０．３で適用直高は３．０ｍ以下（盛土部の場合は１．５ｍ以下）とする。
・河川工事：ブロック勾配は１：０．５で適用直高は５．０ｍ以下とする。

・経験に基づく設計法で控え厚を決定するが、Ｎ値＜１５の砂質土及びＮ値＜８の粘性土の場合
には詳細な検討が必要である。
・湧水がある場合には詳細な検討が必要である。
・基礎部は１３０ｋＮ/ｍ２以上の地盤反力度が必要である。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 レべロック（水平ブロック）

A-3

（適用できない条件）
・直高が５．０ｍを超える盛土部へは適用できない。
・直接自動車荷重のかかる路肩部へは適用できない。

①課題　多種多様な面規模の開発、更なる軽量化の追求
②計画　表面模様をポーラスコンクリートとした環境製品の開発。

新技術と従来技術の安定計算によるブロックの安全性の確認

安定計算書

・切土部において、設計の裏込め砕石厚より広く掘削した場合は、過掘削分も裏込め砕石を使用
する。
・水平ブロックの吊上げ方法は、ブロック天端に埋め込まれている吊上げ装置に専用金具を取り
付け吊りあげる。

道路土工　擁壁工指針　社）日本道路協会



A-4

登録No. 1421

実績件数 公共機関： 79 民間：

発　注　者 施工時期
近畿地方整備局
大和川河川事務所

2007.5.1～
　　2008.2.12

近畿地方整備局
滋賀国道工事事務所

2011.7.20～

京都府丹後土木事務所 2011.4.27～
　　2011.5.27

京都府丹後土木事務所 2010.11.2～
　　2011.11.12

滋賀県高島土木事務所 2010.1.7～
　　2010.2.1

滋賀県東近江
土木事務所

2010.10.1～
　　2010.12.1

福井県丹南土木事務所 2010.5.10～
　　2010.7.1

福井県三国土木事務所 2011.3.1～
　　2011.6.20

三重県津建設事務所 2011.2.1～
　　2011.3.1

福井県福井市役所
　　　　　　　　河川課

2011.1.30～
　　2011.3.25

4

CORINS登録No.
270-50886-1214-
1377Ｖ

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 レべロック（水平ブロック）

工　事　名

河川改修工事（寄場川）

主要地方道　久居美杉線
　　　　　　　（竹原ＢＰ）道路改良

（県単）道路防災対策工事
　　　　その２　一般国道３６４

河川災害復旧助成工事
　　　　　　　２０－１５工事　一級河川

Ｒ３６７　道路改築工事

佐久良川河川改良工事

大井地区法止護岸修繕工事

滋賀バイパス南小松整備工事

網野岩滝線幹線道路改良工事

国道３７２号地法道路交付金工事



登録No. 1421

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 レべロック（水平ブロック）

A-5

福井県福井市勝見（足羽川激特事務所） 福井県南条郡南越前町今和泉（南越前町総合事務所）

大阪府藤井寺市大井（国土交通省　近畿地方整備局） 福井県越前市黒川町


